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前回例会報告 
第２４０７回例会 

 ２０１９年８月８日（木） １２：３０～ 
 

ロータリーソング 「われらの生業」 

来客紹介 

入会式 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱の時間 ニコニコ委員会 

卓話時間 

『公式訪問に際して』 

国際ロータリー第２７１０地区 

ガバナー  晝田 眞三 氏 

 

 

 

 

 
 

晝田ｶﾞﾊﾞﾅｰ、藤木随行幹事様、松尾ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐様、斎藤ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐幹事様、本日

はようこそ当ｸﾗﾌﾞにお越し下さいました。会員一同心から歓迎致します。 

晝田ｶﾞﾊﾞﾅｰにおかれましては、本日の例会卓話並びに例会後のﾌｫｰﾗﾑのご指導、よろ

しくお願い申し上げます。又、先程の入会式では高井新会員にﾛｰﾀﾘｰﾊﾞｯｼﾞの着用をし

て頂き、ありがとうございました。高井会員も一生の思い出になる入会式になったことと思

います。 

さて、改めまして、高井さん入会おめでとうございます。高井さんは先月入会されたﾁｮｰﾄﾞﾘ

ｰ・ｻﾏｰﾙさんに続き本年度２人目の新入会員で、当ｸﾗﾌﾞの会員数は１０１名になりまし

た。高井さんを迎えることができて本当に嬉しく思います。一日も早くｸﾗﾌﾞに馴染んで親睦

と奉仕活動に勤しんで下さい。 

さて、今週５日(月)･６日(火)に青少年奉仕委員会で６年継続して支援を続けております、

「小さな祈りの影絵展」の展示が平和公園脇の元安橋東詰で行われました。広島に原

爆が投下されて７４年、当時の惨状ではなく､現在の日常のささやかな平和の１コマ１コマ

や、広島駅横に今もぽつんと残された被爆ﾎﾟﾝﾌﾟなど、｢平和を見つめて｣をﾃｰﾏとして､全

部で２６枚の影絵が展示されました｡周囲が暗くなるのを待って夜８時過ぎから､高校生た

ちがﾊﾞｯｸﾗｲﾄでくっきりと写し出された何とも情緒ある一枚一枚の影絵に込めた思いを私

達に説明してくれました。私自身、現在当たり前に感じている平和な日常を大切に未来

につないでいかなければならないと改めて思うと同時に､影絵の製作と展示が高校生たち

にとって､平和について深く考え、平和の尊さを心に刻み、現在の平和が続きますようにと

祈ると共に､平和な世界を築くために 1 人１人が何をすべきかを知るために祈る､良い機会

になっているのでは・・・・・・と感じました。後継者がいないということで、今年が最後の展示

になるかもしれない、と先週の会長時間でお伝えしましたが、影絵の製作に関わっておら

れるある高校の先生から「来年以降も継続できるように前向きに努力したい」とのお話が

あり、当ｸﾗﾌﾞとしても来年以降も継続出来るように出来るだけの支援をしていきたいと思っ

ている所です。この事業を担当頂いた岡部奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ常任委員長、小林孝憲青少

年奉仕委員長始め、委員会ﾒﾝﾊﾞｰの皆様、ご苦労様でした。又当日大変暑い中､展示

場所までお越しくださった会員の皆さん､ありがとうございました。今申し上げました通り、こ

の事業が来年以降も継続出来るように青少年奉仕委員会で引き続き影絵ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを

支援頂きますようお願い申し上げ､会長時間とさせて頂きます。 

 

 

本日、高井建治氏の入会式を執り行いました。 

 

勤務先    共和電子㈱ 代表取締役 

職業分類   電子部品卸業 

推薦者    谷本会員・本田会員 

所属委員会   親睦・国際奉仕 
 

【本日の例会 第２４０８回例会】 

 ２０１９年８月２２日（木） １２：３０～ 

【例会プログラム】 

ロータリーソング 「われら広島北ロータリー」 

来客紹介 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱の時間 

卓話時間 

『新会員自己紹介』  高井 建治 会員 

『ニコニコ箱について』  ニコニコ委員会 

【出席報告】  出席委員会 

２０１９年８月８日（木） 会員総数１０１名 

出席  ７９名 欠席  ２２名 

来賓   ４名    来客   ２名 

７月仮出席率  ９５．５２％ 

【来客紹介】  親睦委員会 

晝田 眞三 様(ガバナー) 

藤木 賞之 様(地区副代表幹事) 

松尾  仁 様(Ｇ６ガバナー補佐) 

斎藤  周 様(Ｇ６ガバナー補佐幹事) 

西川 智晴 様(岡山南) 

会長時間       会長   粟屋 充博 

入会式 
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左から、 

２年 古谷会員 

２年 池上会員 

２年 丸子会員 

３年 新谷会員 

１１年 上田会員 
 

欠席 

１１年 水野会員 

３年 堤会員 

 

 

岡山南ＲＣ所属の

西川智晴様とバナ

ー交換を行いまし

た。 
 

ようこそお越しくださ

いました。 

 

 

 

 

《ご案内》 

*次週１５日（木）の例会は休会です。 

*本日、例会終了後、３Ｆ天平の間においてフォーラムを開催しま

す。出席予定の方はよろしくお願いいたします。 

《ＢＯＸ配布物》 

*公式訪問冊子 

*ロータリーの友誌８月号 

 

 

姉妹クラブ友好特別委員会 吉永委員長 

*９月２７日（金）に京都で開催される「調印式」の案内を送ります

ので、是非多数の参加をお願いいたします。 

青少年奉仕委員会 

小林(孝)委員長 

*８月５日（月）・６日(火)と

「小さな祈りの影絵展」が

開催されました。暑い中ご

参加頂きました皆様、あり

がとうございました。 

 

会報ＩＴ委員会  松本副委員長 

*ロータリーの友誌８月号のご紹介 

 横組み特集「趣味を通してつながろう！」 

 Ｐ１１には広島陵北ＲＣの釣り同好会が紹介されています。 

 お時間のある時にでも是非ご一読ください。 

 

 

ゴルフ同好会 丸子会員 

*８月例会のご案内をＢＯＸ配布致しました。 

 ８月２５日（日） 芸南ＣＣ 

 ※取り切り戦を兼ねて行います。 

 

 

 

 

 

『公式訪問に際して』 

 

国際ロータリー第２７１０地区 

ガバナー  晝田 眞三 氏 

 

 

紹介いただきました晝田でございます。

大変丁寧なご紹介をいただきまして

ありがとうございます。 

それでは早速ですけれども、本日はパワーポイントを使いましてお

話をさせていただきます。 

☺ニコニコ箱☺    ニコニコ委員会 

 

【お客様出宝】 
ガバナー 晝田 眞三 様★ 

ガバナー補佐 松尾 仁 様★ 

岡山南ＲＣ 西川智晴様◇ 本日は例会に参加させて頂き

ありがとうございました。 

 

【会員出宝】 
粟屋会員・杉町会員・島本会員・藤原会員・樽本会員 

①晝田ｶﾞﾊﾞﾅｰ・藤木副代表幹事・松尾ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐・斎藤

ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐幹事、本日は当ｸﾗﾌﾞにようこそお越しくださいま

した。本日はﾌｫｰﾗﾑまでどうぞよろしくお願い致します。 

②高井さん、ご入会誠におめでとうございます。本日より新会

員となられましたが一緒にﾛｰﾀﾘｱﾝ生活楽しんでいきましょ

う。 

岡部会員･小林(孝)会員・古谷会員中尾会員・迫会員・庄

子会員・菅 会員・上田会員・佐々木会員・三宅会員・赤

井会員 ８/５(月)小さな祈りの影絵展に多くの参加を頂きあ

りがとうございました。次年度以降、継続できるようにしっかりｻ

ﾎﾟｰﾄしていきます。 

谷本会員・本田会員 高井建治君、入会おめでとうございま

す。これからﾛｰﾀﾘｰの仲間として改めてお付き合いの程よろしく

お願いいたします。 

石井会員 高井さん、入会おめでとうございます。早くﾛｰﾀﾘｰ

に慣れて奉仕活動に励んで下さい。 

古田会員 ようこそ高井君、入会おめでとうございます。共にロ

-ﾀﾘｰﾗｲﾌを楽しみましょう。 

山坂会員 岡山南ＲＣの西川さん、ようこそ広島北ＲＣに!!今

日は晝田ｶﾞﾊﾞﾅｰの公式訪問ということでお越し頂きました。あ

りがとうございます。 

藤原会員 先週の副幹事就任ｽﾋﾟｰﾁで｢至らぬ副幹事｣と申

し上げる所をあろうことか「至らぬ幹事」と言ってしまいました。島

本幹事、大変申し訳ございませんでした。決してそんな事は思

っておりませんので、お許しください。本当にすみませんでした。 

丸子会員◆ 入会して２年になりました。今後ともよろしくお願

いいたします。また、先日の「小さな祈りの影絵展」暑い中お疲

れ様でした。懇親会で先輩皆様が多く支払って頂いたようで

私は支払っていませんでしたので、合わせてﾆｺﾆｺをいたします。

神農会員 私の妻の誕生日にはお祝いを頂きましてありがとう

ございます。 

 

当日計 ５５,０００円  累計 ３２２,０００円 

★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円

幹事報告       幹事  島本 章生 

委員会報告 

卓話時間 

連続出席表彰 

バナー交換 

同好会報告 
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これは、先ほどご紹介いた

だきましたけれども、岡山

県倉敷市真備町の、井

原鉄道の上空からの写真

でございますが、昨年７月

７日の朝の写真でござい

ます。見てとれますように、

２階建ての住宅も２階まで漬かっているという状況でございましたし、

井原鉄道も線路は高架にありましたけれども、電気系の設備が

地上にございましたので、復旧のために大変な努力をしたというと

ころでございます。私、その年の年末まで社長をしておりましたので、

非常に関わりがあるということでご紹介しております。 

今、第三ｾｸﾀｰですので、そう資金的に余裕があるわけでもないと

いうことで、急きょ、こういう事態になりますと、予備品をそう多く持

っているわけではないので、同様の第三ｾｸﾀｰの方々に予備品と

して持っておられるものを借用して、復旧いたしました。高知県の

土佐くろしお鉄道とか、鳥取県の若桜鉄道といった、本当に第三

ｾｸﾀｰの同業の方々に助けていただいて、復旧が早まったというこ

とがございました。結果的に９月３日に復旧いたしました。 

ここで、このお話をいたしますのは、この井原鉄道が開通いたしま

して２１年になるわけですが、２１年前の鉄道が開通したときの感

激というものを、周辺の住民の方々は覚えていられるということで、

こういう事態になりましても、多くの方々が早期の復旧・復興という

ことを強く願われたということでございまして、自治体の方々も、そ

の住民の方々の声に応えるということで応援をしていただいたもの

でございます。 

といいますのは、広島県でも三次と島根県の江津をつなぎます三

江線は廃止になっておりますし、山口県でも小野田線とか宇部

線がバスの運行に代わっていくということがございますし、山陽本線

でも夜間は駅員がいないという駅が数多く増えております。そういっ

た現実を踏まえますと、地元の方々が声を上げないと地元の公

共交通機関は守れないということがございますので、広島市内は

特段の問題がないと思いますが、少し離れますと多くの課題を持

っている路線はあるということです。先日も東城の方にお聞きいた

しますと、１日に３本しかない芸備線があると。芸備線も１日３便

しかないというところもあるやということをお聞きいたしまして、本当に

交通弱者であります高校生とか、その影響が大きいというところで

す。 

次に、これは今

年の５月２３日

に、これも西日

本豪雨の被災

に関わる話なん

ですが、中小企

業強靱化法案

の意見陳述とい

うことで、５月２３日に参議院の経済産業委員会に呼ばれまして、

意見陳述をしたときの写真でございまして、意見陳述、３人写っ

ておりますけれども、その向かい側に参議院の先生方が２０人ほど

いたというものでございます。ここでは、自然災害による被災を最

小にするためにはという議論だったわけですけれども、やはり中小

企業、今、企業においてはＢＣＰ（Business Continuity Plan）を

策定することが大前提だと。この時点では中小企業の策定してい

る企業の比率が１７％という話がありまして、もっと上げられないの

かというような話もございました。 

こういった立場でお話しいたす機会がありますと、ＢＣＰの策定ない

し、策定しておられます企業さんにはﾘﾆｭｰｱﾙといいますか、最新

のものにしていただくと。また自然災害もいろいろな種類があります

ので、それぞれが起きたときのことを想定しての対策づくりということ

をやっていきましょうということを、申し上げたいと思っております。 

次にﾛｰﾀﾘｰの話で、皆さんよくご承知と思いますけれども、ｱﾒﾘｶ･

ｱﾗﾊﾞﾏ州の DecaturＲＣに所属しておられますﾏｰｸ・ﾀﾞﾆｴﾙ・ﾏﾛｰ

ﾆさんが今年度の会長ということですけれども、三十数歳でｶﾞﾊﾞﾅ

ｰを経験して、以降、今、６２か６３歳だと思います。偶然ですが

今週、日本に来られていまして、ＲＩ会長として初の海外出張が

日本だということのようでございます。青森県八戸市で IM に出られ

たり、東日本大震災の被災地を訪問されたりということをしておら

れます。なぜ日本が最初に選ばれるかというのは、やはり日本のロ

ータリーの会員の減少や、また高齢化が進んでいるというような環

境にあるということを、十分理解されての行動だということです。 

次に、これは私と同期のｶﾞﾊﾞﾅｰ、日本人のｶﾞﾊﾞﾅｰとﾊﾟｰﾄﾅｰの

集合写真なんですが、ここで２点ご説明したいと思いますのが、一

つは、この中に女性のｶﾞﾊﾞﾅｰが２人いるということです。来年度は

女性のｶﾞﾊﾞﾅｰが３人誕生いたします。ということで、ﾛｰﾀﾘｰにおい

ても女性の活躍の場が増えているということです。また、この中にﾎﾟ

ﾘｵを患った方がおられまして、私と同じ年ですが、大変なご努力さ

れ税理士の資格を取って、今現在は税理士事務所を開いておら

れます。元々の家業が神社なので、奥様が今現在、神主をして

おられます。一番手前の右から３番目の女性が神主の衣装を着

ておられますけれども、この方が奥様でございます。我々よりも年

長の方々は、小児マヒというものを周りに患った方がおられましたの

で、身近に感じることはあったかと思いますが、今の若い方々には

そういう人がいないので、なかなか分かりにくいのではないかと思い

まして、我々の周りにもそういう方はいるんだと、だからｴﾝﾄﾞ・ﾎﾟﾘｵ

という活動が我々にとって、そう縁遠いものではないというところをお

分かりいただければと思います。 

次にﾏﾛｰﾆ会長のﾃｰﾏですけれども、｢ﾛｰﾀﾘｰは世界をつなぐ」と

いうことを言われております。ここでは一番下にございますが、ﾛｰﾀﾘ

ｰにおけるつながりは、他に例を見ない独特のものだということで、

話をしておられます。 

柔軟性につきましては後ほど説明いたしますが、中核的価値観、

奉仕、親睦、多様性、高潔性、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの５項目なわけです

が、行動規範にも高潔性とか高い倫理基準という言葉が出てま

いります。やはり我々、今、伝統的な職業奉仕という言葉がありま

すけれども、それぞれの仕事を真面目に、高潔性をもって、高い

倫理基準をもって仕事をするという意味合いから、この高潔性とい

う言葉が出ています。そういった意味で、伝統的な職業奉仕の考

え方は、まだまだ生きているということでございます。 

また、ﾛｰﾀﾘｰには年次目標というものがありまして、これは今年度

の目標としてあるわけですが、先ほども申しましたが、４番目に、

女性会員や４０歳未満の会員の入会促進をしましょうということが、
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RI の方針としてあるということです。 

次に、当地区の、各ｸﾗﾌﾞの例会の回数、年間の回数を表にした

ものですが、先ほどの柔軟性という言葉が言われるようになり、例

会の回数の見直しということをされたｸﾗﾌﾞが出てきております。月

に２回というｸﾗﾌﾞも出てきておりますのと、休日がある週は休むとい

うｸﾗﾌﾞも出てきております。その結果、本日のような公式訪問の

機会が相対的に減りましたので、今年度は５組１０ｸﾗﾌﾞの合同

例会をお願いしております。 

次に、会員数の変遷ですけれども、２７１０地区、ﾋﾟｰｸ時４,２８２

人でした。直近は３,２５０前後で推移しているということです。 

次に、地区の青少年奉仕の活動をご紹介しておきたいと思いま

す。これにつきましては、関わるｸﾗﾌﾞには身近な話ですが、多くのｸ

ﾗﾌﾞが関わっていないので、なんのこっちゃ分からんというところがあり

ますので、ご紹介しております。 

まずｲﾝﾀｰｱｸﾄ、２７１０地区で２０校が活動しておられます。 

次に、ﾛｰﾀｰｱｸﾄですけれども、下関が活動休止しましたので、６ｸ

ﾗﾌﾞが提唱しておりますﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞが活動しているというところ

です。このほかに青少年交換とか、ＲＹＬＡというものがあるというこ

とです。先ほど申しましたような現状がありますので、各ｸﾗﾌﾞが存

続できますかということで、将来とも存続するためにはどうあるべき

かということを、それぞれ議論していただきたいということで、「ﾛｰﾀﾘ

ｰの未来を語り、礎を築こう」ということにさせていただいております。

また運営方針の中で、今年度と来年度、地区の補助金の増額

ということがありますので、活発にそれを使って活動していただきた

いということで、世界で良いことをしようというのを挙げております。 

従来どおりのやり方では、なかなか難しいのではないかということで、

地区の補助金につきまして特別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄというものを組みまして、

申請の手続きは地区事務局でやると。具体的に各ｸﾗﾌﾞで申請

できるようなものがあれば出していただくということで、特別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄをやりました。その中身ですけれども、この５項目です。その中で

一番、申請件数が多かったのが、こども食堂支援ということでして、

こども食堂では定期的といいますか毎日開業しているのはないの

で、本当にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々がやっているというところで、そこでの食

材とか食器とかいったものの支援をしております。 

次に地区大会の話ですが、１０月２５～２７日の開催になっており

ます。是非多くの方々に参加して頂きたいということですけれども、

特に２７日、多くの方々が参加されます本会議ですが、従来１０

時から開催ということでしたけれども、今年は１２時半からのｽﾀｰﾄ

ということにいたしまして、萩や長門といった遠方の方々にも、多く

の方々に参加していただきたいということで時間設定しているのと

併せまして、午前中は財団の活動事例報告会というものを、会

長・幹事さんは前日から入られますので、ぜひお聞きいただければ

ということです。 

また、今年度のＲＹＬＡにつきましては、今年はｱﾒﾘｶ・ｵﾚｺﾞﾝ州か

ら十数人、若い人が来てくれますので、彼らが事前に原爆資料

館等々で勉強した後に、５月２３～２４日、地区の若い人と一緒

に議論していただく場ということで設営しております。これにつきまし

ては、広島ＲＣさんと広島中央ＲＣさんに主管をして頂きます。 

がん予防推進につきましては活動の期間は終了いたしましたが、

各ｸﾗﾌﾞで、委員会をつくられているｸﾗﾌﾞでは継続をしていただけれ

ばというところです。 

次に、日本のﾛｰﾀﾘｰ１００周年を祝う鐘という

のを作りまして、昨年、吉原ｶﾞﾊﾞﾅｰがこちらに

持参されたと思いますので、今年は写真でとい

うことにさせていただきました。 

最後になりますが、先ほど観ていただいたﾏﾛｰ

ﾆ会長の動画でもお分かりのように、ﾏﾛｰﾆ会

長は職業分類について強く意識をしていて、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞは、いろ

いろな業種の人が集まってこそﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞなんだというところは、

何も従来と変わっていないということですので、是非そこのところは

ご理解いただきたいと思いますのと、ﾒｰｸｱｯﾌﾟの制度が変更になっ

ておりまして、広島北さんでは率先して細則を変更されたと聞いて

おりますけれども、その変更は例会が軽視されるというものではなく

て、やはり会員にとって例会は大変重要なものだと、例会への出

席が奨励されているという

ところは、従来と何も変わ

らないというところですので、

ぜひご理解いただければと

思っております。 

時間がまいりましたので終

了いたします。最後までご

清聴いただきましてありがと

うございました。 

 

 
例会に先立ち晝田ｶﾞﾊﾞ

ﾅｰ･藤木副代表幹事･

松尾ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐・斎藤

ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐幹事･当ｸﾗ

ﾌﾞ正副会長と幹事の懇

談会が行われました。 

 

 

 

 
 

 

例会終了後にはﾌｫｰﾗﾑが開催され、｢会員基盤強化について｣ 

｢ﾛｰﾀﾘｰ財団寄付について｣、｢ｸﾗﾌﾞ戦略計画について｣討議が行わ

れました。特に｢ｸﾗﾌﾞ戦略計画について｣は下記の件について活発な

討議がされました。 

①メークアップ期間定款変更の対応について 

②青少年奉仕事業について 

③奨学育英資金事業について 

④出席の必要性とそのあり方について 

 

ガバナー・ガバナー補佐・会長幹事懇談会 

フォーラム 


